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～生活科 「はるにさくはなをそだてよう」～ 

 

☆チューリップをうえたよ☆ 

きゅうこんのいろは、ちゃいろです。かたちは、たまねぎのあたまのとがっているほうが、まがっているみた

いです。大きさは、ちいさないしぐらいです。わたしの手のはんぶんくらいです。においは、にがそうなにおいで

した。さわったかんじは、ぺらぺら、つるつるしていました。にているかんじは、小たまねぎみたいでした。おも

ったことは、小さくて、かわいかったです。きれいにさいてほしいです。       １くみ                    

 

☆ヒヤシンスのかんさつ☆ 

きゅうこんのかたちは、上から見ると、かわがバラのはなみたいでした。いろは、はだいろでした。大きさは、

ぼくのみみぐらいでした。かんさつしていないときは、小さいとおもっていたのに大きかったです。はなもおおき

くなってほしいです。                             １くみ  

 

 

 

～ズーラシア遠足・音読劇～ 

   
★ズーラシアえん足の思い出（園内プログラム）★ 

 一ばん思い出にのこったのは、ズーラシアの中にはじゅういさんが三人しかいないことです。なぜかというと、

少ない人数でどうぶつのかんりをていねいにしているからです。毎日一ぴきずつ、はじからはじまで見ていて、す

ごいなぁと思いました。あと、びょう気のどうぶつに、つかうちゅうしゃのひみつも教えてもらいました。どうぶ

つのあんぜんのことまで考えていて、びっくりしました。            ５くみ 

 

★「お手紙」の音読げきをして★ 

 ぼくは、ナレーターとかえるくんのやくをやりました。一年生の前でやったので、きんちょうしました。一年生

は、しんけんに聞いてくれていたので、とてもうれしかったです。それに、聞いてもらうと「やってよかったなぁ。」

と思います。おもちゃランドに一年生をしょうたいするのがたのしみです。    ５くみ 

                           

            

              

～がんばったこと「１年間を振り返って」～ 

 

今年頑張ったことは漢字をがんばったことです。漢字をきれいに書くために書きじゅんや、とめ、はね、はらう、

をいしきして書きました。とめる所は、ちゃんととめる。はねる所は、はらうようにはねない。はらう所は、てい

ねいにはらう。この事を注意しました。来年には、漢字の全体てきなバランスにも注意したいと思います。 

４組  

ぼくが 3 年生になってがんばったことはあいさつです。2 年生までは小さな声でしかあいさつをしてなかった

けれど 3 年生になってからはあいさつを大きな声でやろうとして大きな声であいさつをしました。4 年生になっ

ても 5 年生になっても大人になっても大きな声であいさつをしたいです。 

4 組 

 

 

～愛川宿泊体験学習 一日目を終えての出来たてホヤホヤ思い出日記～ 

ぼくは愛川に行き、ざんねんながら雨でキャンプファイヤーがキャンドルファイヤーになってしまったけ

ど、キャンドルでもきれいだったのは、「なかまの気持ちが一つになった」からだと思います。 

                                      １組  

宮ケ瀬ダムの人たちに宮ケ瀬ダムについて教えてもらいました。私は昔の人の気持ちを考えながら聞いて

いました。「昔の人は思い出の土地をはなれたから、かなしいと思うし、自然を守ってほしいと思っているん

じゃないかな。」と思いました。                        １組 

 

ぼくの仕事はバスレクでのレクリエーションでみんなをもりあげることでした。そして「お前のバスレクお

もしろいね。」と友だちが言ってくれた時は、すごくうれしかったです。      １組  

 

宮ケ瀬ダムを見学しました。私は水が出ているところを見たのは初めてでした。水が出ているところを映像

で見たのと本物で見たのではおおちがいでした。本物はとてもきれいでした。    １組  

 

 ～球技交流会をふり返って～ 

 

 私は球技交流会を通して自分の成長したところを見つけることができました。 

 私が成長したところは二つあります。一つ目は今まで特別に交流のない知らない人と、自分から進んで交流 

することができませんでした。でも、この交流会を通じて特別な交流のない人にも自分から交流できるようにな

りました。二つ目は練習でも本番でも「チームワークを大切にする」ということができました。チームが決まっ

た時は、まだまだお互いに声を掛け合うことができませんでした。でも、一緒に練習をしてく中で分かり合って

いき、チームワークがよくなっていき、本番ではその成果を発揮できてとてもよかったです。 

 この交流会で私はやっと成長した自分を見つけられました。またこのように交流できる機会があったら積極的

に参加して、成長していく自分を見つけていきたいと思います。             ３組  

    

              ～小中合唱交流会を振り返って～ 

 

 ぼくが心に残ったのは、2 曲目の途中で、指揮者とピアノのリズムがかみ合わず止まってしまった時のことで

す。周りもそのハプニングを何もなかったかのように、みんなが協力して、また歌が再開できたのがとてもよか

ったです。自分たちの力でやりとげたことがすごいと思いました。最後の３クラス全体が歌うのでは、周りから

きれいな声が聞こえてとても良い経験になりました。あっという間の時間でした。     1 組  

 

 中学生の合唱を聞いて、ぼくはすごいと思いました。なぜなら、中学生は、ソプラノ・アルト・バスのパート

がしっかり重なっていて、きれいに聞こえたからです。最後に中学生が全員で歌った歌は、とても迫力がありま

した。卒業式までに、今の中学生みたいにきれいな歌をうたえるようになるために頑張りたいです。 

1 組  

 

～上郷宿泊学習の思い出～ 

 

ぼくは、上ごうしゅくはく学しゅうに行きました。はじめてのしゅくはくは、とてもたのしかったです。一ばん

たのしかったところは、八けいじまシーパラダイスです。ペンギンがサンタさんのかっこうをしていて、かわいか

ったです。イルカショーも見ることができてうれしかったです。             ２年       
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